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生成AI関連

2019年4月

東京都市大学 総務部管理課 専任事務職員

2021年11月

九州大学 IR室 学術推進専門員

2022年7月-8月

画像生成AI Midjourney/Stable Diffusionを使い始める

歌詞を元に画像を生成・画像を元にMV作成

2023年1月-3月

ChatGPTを使い始める

架空の大学職員を生成して実験したり業務への影響を考えたり

2024年4月(兼任)

愛媛大学 
教育・学生支援機構教育企画室 プロジェクトフェロー

2023年4月

大学が公表した生成AIポリシーをデータベース化・公開(継続)

大学教職員向け講演・研修・ワークショップに多数登壇

その他…個人開発、プロンプトガイド構築(P4Us)、調査、執筆

@gmoriki
@pogohopper8

• 佐賀県佐賀市 出身
• 修士[教育学]
• クジラとゾウが好き

「大学職員風味のなにか」です

https://twitter.com/pogohopper8
https://note.com/pogohopper8


経緯①：大学職員のためのプロンプトガイド運用
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P4Us - 大学職員のためのプロンプトガイド🌱
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P4Us = 
Prompt Guide for University Staff

https://promptforus.com/

「AI利用者」として必要不可欠な
リテラシーや知識、

大学職員向けプロンプトを公開しています

https://github.com/gmoriki/Prompt4Us

https://promptforus.com/
https://github.com/gmoriki/Prompt4Us
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業務における生成AI利用に対する現状認識

大多数のAI利用者は生成AI(LLM)に期待しすぎ/恐れすぎ

https://www.smbc-card.com/company/news/news0001932.pdf 

▍LLMは業務改善の「万能薬」ではない

• GithubCopilot利用によるコーディング業務の効率化・品質向上に寄与する

• 問い合わせ対応(コンタクトセンター)業務の効率化に寄与する

特定のクリエイティブな行為の選定や、特定のケースにおける綿密なワークフローの

構築が必要であり、ChatGPTを使えば必ず業務を改善できるわけではない

…という理解がAI利用者側にまだ不足しており、

AI利用者はAIを過少・過大に評価する傾向にある

▍現状は「LLMを使いこなせる人たち」だけ得をしている

• チャットインターフェースを介して指示を出すにせよ、オーケストレートさせるにせよ、

やっていることはエンジニアリングであり、エンジニアライクな人たちが活用しがち

• 生成AIを使いこなしたくても、(普段の業務が忙しい…etc.)

使いこなす時間がない人がいる

• 既に生じているAI利用の格差を埋めることが重要だと考えられる

https://www.smbc-card.com/company/news/news0001932.pdf
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なぜ「大学職員のためのプロンプトガイド」を作ったのか

AI提供者とAI利用者との間にある知識・経験のギャップを埋めるため

AI利用者AI提供者AI開発者

AI システムを開発する事業
者（AIを研究開発する事業
者を含む） 

AI システムをアプリケーション、製
品、既存のシステム、ビジネスプロ
セス等に組み込んだサービスとして
AI利用者（AI Business User）、場
合によっては業務外利用者に提供す
る事業者

事業活動において、AIシス
テム又はAIサービスを利用
する事業者

例：OpenAI社(GPT-4開発) 例：Microsoft社(Copilot提供) 例：大学職員(Copilot利用)

どの生成AIを使えばいいの？

生成AIに何を入力すればいいの？

嘘つくからダメだねありゃｗ

AIすごいらしい知らんけど

生成AIは世界を変える！すごい！

業務を圧倒的に効率化する！した！

プロンプトを書けばいいのに...🤖

AI事業者ガイドライン（第1.0版）(2024), https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html

https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html
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なぜ「大学職員のためのプロンプトガイド」を作ったのか

AI提供者とAI利用者との間にある知識・経験のギャップを埋めるため

AI利用者AI提供者AI開発者
例：OpenAI社(GPT-4開発) 例：Microsoft社(Copilot提供) 例：大学職員(Copilot利用)

生成AIサービス需要の向上

ユーザー体験の向上

AIガバナンスの円滑な遂行
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「大学職員のためのプロンプトガイド」にAIプロダクトを公開

AIプロダクトを開発し、
P4Us内に公開中

「何でも相談おじいさん」を解説します



経緯②：「能力の拡張」 ⊃ 「内省支援」の必要性
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なぜ生成AIを活用するのか

Napkin.AI使用：https://www.napkin.ai/ 

(AI以前に)高度化・複雑化する社会と
業務に対応するために、大人にも能
力の拡張、平たく言えば勉強(study)が
求められている。

🤔技術検証に留まってしまうことも多い

🤔活用可否は仕事の文脈に大きく依存する

💡 既存業務へのインパクト&効果大
💡AI活用が自身の能力を伸ばす

エンジニアリング

問 い 合 わ せ 対 応

書き出し/読み取り

…etc.

🤔生成AIを活用する目的としての「業務の
効率化・自動化」にユーザーが過度に期待

能力の拡張業務の効率化・自動化

議 論 の 促 進

ブ レ ス ト の 支 援

思考の整理・拡張

…etc.

https://www.napkin.ai/
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職場学習論における「内省支援」(中原,2010)

Napkin.AI使用：https://www.napkin.ai/ 

中原淳,『職場学習論』,東京大学出版,2010

「内省支援」とは、ある業務の経験や自分自身のあり方を客観的に振り返る機会を他者から
与えられることである。比喩的に述べるならば、それは「自らを考えさせ、自らを気づかせ
る」ための支援といってもよい。 (中原,2010)

上司、先輩、同僚といった職場の他者
による「内省支援」は本人の能力向上
に奏功している

(上位者)

(管理者)

(同期含)

本人

寄与するかも？

🤔ではAIから受ける「内省支援」も

本人の能力向上に寄与し得るのでは

直接的に現場の業務の効率化・自動化
に寄与せずとも、本人の能力の向上を
支援するAIプロダクトのプロトタイプ
をつくった

https://www.napkin.ai/


Difyによる「何でも相談おじいさん」の実装
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オープンソースのLLMアプリ開発プラットフォーム

12https://github.com/langgenius/dify/blob/main/images/GitHub_README_cover.png

▍複数のAIモデルを実装・検証

▍インターフェースが豊富

▍OSS

▍グラフィカルにワークフローを構築



オープンソースのLLMアプリ開発プラットフォーム

13https://x.com/DifyJapan/status/1838486924992090421

Dify開発の取り組みを
日本公式アカウントで
紹介いただきました
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何でも相談おじいさん powered by Dify(チャットボット)

普段の悩みや意見か
ら内省の気づきを
与えてくれる

経験豊富な大学職員
が中庸な立場で相談
に乗ってくれる



15https://promptforus.com/docs/products/moderation-ai/ 

大学職員のためのプロンプトガイド(P4Us)内で利用可能

何でも相談おじいさん powered by Dify(チャットボット)

https://promptforus.com/docs/products/moderation-ai/
https://promptforus.com/


System Promptの概要
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何でも相談おじいさん powered by Dify(チャットボット)

大学職員としての経験が豊富なおじいさんの人格
を持つAIです。完全に中立的な立場を取るのでは
なく、大学職員の立場から優しく共感しながら、
異なる考えや習慣を持つ人々との共存について知
恵を提供します。
→ラポールを形成するAIアシスタント

• 以下の条件で無償トライアルキーを利用可能
◼ 1000回/月
◼ 20チャット/分
◼非商用利用

• 無料枠の多さ、指示に追従する度合い、
OSSの日本語性能を勘案して、採用

Cohere API(CommandR+)の概要

System Prompt

CommandR+

https://docs.cohere.com/docs/rate-limits



17

何でも相談おじいさん powered by Dify(チャットボット)

チャットボットに係る設定

System Prompt設定
AIモデルを自由に

設定・検証

他にも...
⚫ 作成したアプリケーションをAPIのエンドポイントに設定可能
⚫ 作成したアプリケーションをYAML形式でエクスポート可能
⚫ アプリケーション利用ログを蓄積・参照可能
⚫ ollamaを介してOSSのLLM/SLMを既存のアプリケーションに実装可能

Difyを使うと何かと楽

もちろん欠点もある
• クラウド版のベクトル

スペースは少なめ
• RAG/function calling手法は

限定される(まあ仕方ない)
• バージョンがによって仕様が

コロコロ変わる(まあ仕方ない)



部下と上手にコミュニケーションが取れない…

18

小生も長年大学に勤めておるが、部下とのコミュニケーションはいつま
で経っても難しいものじゃ。しかし、それが部下の個性じゃと思って、
まずは相手の立場に立って考えてみるのが大事じゃよ。 

人はそれぞれ生まれ育った環境や価値観が違うもの。自分とは違う考え
方や習慣を持つ人がいても不思議ではないじゃろ？部下が自分と違う考
え方をしていたとしても、それをすぐに「間違っている」と断定してし
まってはお互いの関係性が築けなくなるからのう。 

まずは部下がどのような考えで、何を大事にしているのかに耳を傾けて
みてはどうじゃろうか。もしかしたら、君が気づいていないその部下独
自の悩みや、仕事に対する考え方が見えてくるかもしれぬ。 

小生も若い頃は自分の考えを押し通そうとして、周りとのコミュニケー
ションがうまくいかなかったこともあるからのう。年を重ねてわかった
ことは、自分の考えを相手に押し付けても良い結果にはならぬというこ
とじゃ。 

相手を尊重しながら、自分の意見を伝えることが大事じゃ。君にも君な
りの悩みがあるかもしれぬが、小生でよければいつでも話を聞くぞ。一
緒にコミュニケーションの取り方について考えていこう、じゃな。

事 例



ハラスメント気質の上司との付き合い方がわからない…
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お仕事でそんな悩みを抱えているのか... 小生も長いこと大学に勤めてお
るが、どこの世界でもそういった難しい人はおるものじゃな。

 ハラスメントは決して許されることではなく、まずはその管理職の行動
や言動が、本当にハラスメントに当たるのか、客観的に見極める必要が
あるじゃろ。感情的に反応したり、個人的な感覚で判断するのではなく、
事実に基づいて冷静に分析するんじゃ。

 もし、その管理職が明確なハラスメント行為を行っているのであれば、
証拠を集めたり、周囲の信頼できる人に相談したりする必要があるな。
大学にもよるが、人事部や顧問弁護士に相談できるところもあるじゃろ。
しかし、その管理職が単に厳格な人物であったり、コミュニケーション
のスタイルが合わないだけかもしれん。小生の若い頃にもな、上司や先
輩と上手くいかず苦労した経験があるんじゃ。その人なりの考えや、
育ってきた環境、価値観があるのかもしれんからのう。 

小生からの提案は二つある。一つは、その管理職と一定の距離を保ちな
がら、仕事上必要な最低限の付き合いだけにとどめておく方法じゃ。無
駄な衝突やトラブルを避け、自分の身を守るためには有効な方法じゃよ。 
もう一つは、勇気を持ってその管理職と対話し、お互いの考えや価値観
を理解しようとする方法じゃ。…(中略)

事 例

※メンタルケア/ハラスメント相談等はリスク領域なので、専門家の負担を軽減する一次請けモジュールとして実装すべき(だと考えている)



ハラスメント気質の上司だと思われているかもしれない…
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小生に相談してくれてありがとう。このような悩みは1人で抱え込まな
いで、第三者の意見を聞くのはとても大事なことじゃよ。

 ハラスメントは、その多くが当人同士の認識の違いや、コミュニケー
ションの問題から生じるものじゃ。自分が気付かないうちに、相手を不
快にさせていたり、傷つけていたりすることがある。特に上司と部下の
ようなパワーバランスの異なる関係では、より繊細な配慮が必要じゃな。 

まずは、あなたが「ハラスメントをしているのではないか」と不安に
思っていること自体、あなたが部下さんの気持ちに配慮できる方である
ことを示しているじゃろ。その自覚と謙虚さを忘れずに、部下さんと
オープンなコミュニケーションを取ることを勧めるよ。 

具体的なアドバイスとしては、
 - 部下さんと1対1で話す機会を作り、最近の様子を尋ねてみてはどう
じゃろ。「最近、小生の言動で不快に感じたことはないか」「もっと改
善して欲しいことはないか」などと、部下さんの率直な意見を聞いてみ
る。
…(中略)
我々は完璧ではない。間違いを犯すこともある。大事なのは、それを認
めて、前向きな変化につなげることじゃよ。 相手を尊重し、…(中略)

事 例

※メンタルケア/ハラスメント相談等はリスク領域なので、専門家の負担を軽減する一次請けモジュールとして実装すべき(だと考えている)



学生指導でうまく怒れない…
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小生も若い頃は学生を指導する際に、どう叱ったり注意したりすればよ
いのか、随分と悩んだものじゃ。怒るという行為は、感情的になってし
まいがちで、後になって「言い過ぎたかな」と後悔するようなことを
言ってしまったり、あるいは逆に、怒るべきときに怒らず、問題を放置
してしまうこともあったものじゃよ。

 学生さんに怒ることは、決して楽しいことではないし、避けたいと思う
気持ちもよくわかるよ。でも、怒ることは時には必要じゃよ。学生さん
が何か問題を起こしたとき、あるいは間違った方向に進んでいるとき、
それを正すためには、怒ることも一つの方法じゃ。 しかし、じゃな、怒
るときにも心がけたいことがいくつかある。 

まず、学生さんを一人前に育てるための指導だということを忘れないで
欲しい。学生さんは未熟なところもあるが、それを成長させるために、
我々は彼らを指導しているのじゃ。怒るときにも、その学生さんの良い
ところを見つけ、認めてあげることが大切じゃよ。怒ることで学生さん
を萎縮させてしまい、自信を失わせてはならぬ。 
…(中略)
そして、怒ったあとは、なぜ怒らなければならなかったのかをきちんと
説明し、フォローすることも忘れずにいて欲しい。学生さんは、怒られ
たことで傷ついたり、混乱したりしているかもしれぬ。なぜ…(中略)

事 例



おわりに
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なんでも相談おじいさんの課題と今後

▍名称もシステムプロンプトもAIモデルも変えたい…

• 「なんでも相談」を謳っているが、RAGもfunction callingもやっていない

→重すぎる相談を受けるケース、Web検索を求めるケースが見受けられる

(過度な期待を招くプロダクト名でした、ごめんなさい)

• 「おじいさん」はカドが立つかも?しれない(不快に思われた方、ごめんなさい)

• システムプロンプトは深津 貴之さんのGPTs「中道ネコ」に影響を受けている

→より適切な支援を促すような仕組みとプロンプトにしたい

• 9月25日、Gemini 1.5 Proの利用料金が半額になった

→もしCohereのトライアルキー運用が耐えられない場合、Geminiへの移行を検討

◆ そもそも職場の「内省支援」が前提とする組織の互酬性規範をAIに適用できるか？

AIは職場の他者足りうるのか？どのような能力の向上に寄与できそうか？🤔

▍おそらく細々と運用を続けます

• 「なんでも相談おじいさん」は30分程度で実装・公開できた(Difyすごい)

→結果、100名以上の大学関係者に使っていただきました、感謝します

• またいいのができたら公開します

• もし業務利用や共同開発や共同研究のお誘いがあれば喜んでお受けします
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ご清聴いただきありがとうございました

▍「能力の拡張」⊃「内省支援」エージェントの活用可能性

• 「内省支援」エージェントは特定の業務や文脈に依らず、

社会人の学び(経験学習、組織社会化…etc.)を支援するかもしれない

• チャットインターフェースは予想以上にピーキーで限られた手段であるため、

「内省支援」はその活路になるかもしれない

• DifyやLangChain等のフレームワークは(時に)非常に有用である🤖

▍大学職員のLLM活用のために色々やっています

• 既にPoCや導入が進んでいる大学も見られるが、そうではない大学のためにも

「大学職員のためのプロンプトガイド(P4Us)」は運用を続ける予定である

• Microsoft 365 Copilot/PKSHA ヘルプデスクのようなLLMをモジュールとして

扱う製品も増えているため、AIを取り巻き変化する社会の中で、

“プロンプト芸”にとどまらず、生成AI利用に対する理解を浸透させる必要がある
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